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黒
潮
町
消
防
協
議
会
視
察
研
修

能
登
半
島
地
震
に
学
ぶ

　
黒
潮
町
消
防
団
・
黒
潮
消
防

署
・
黒
潮
町
で
構
成
す
る
『
黒

潮
町
消
防
協
議
会
』
が
、
次
の

南
海
地
震
に
備
え
、
参
考
と
す

る
た
め
に
、
能
登
半
島
地
震
の

被
災
地
で
あ
る
石
川
県
輪
島
市

で
視
察
研
修
を
受
け
て
き
ま
し

た
。

　
今
月
は
、
能
登
半
島
地
震
の

概
況
を
ふ
ま
え
、
視
察
研
修
の

報
告
を
し
ま
す
。

　
視
察
研
修
の
参
加
者
は
、
黒

潮
町
消
防
団
長
・
副
団
長
、
黒

潮
消
防
署
長
・
副
署
長
、
役
場

防
災
担
当
者
（
１１
名
）、
日
程

は
６
月
２６
日
か
ら
２８
日
の
３
日

間
（
２６
日
・
２８
日
は
移
動
日
）、

２７
日
の
午
前
中
に
輪
島
消
防
署

で
、
午
後
は
輪
島
市
役
所
で
研

修
を
受
け
ま
し
た
。

　
平
成
１９
年
３
月
２５
日
、
午
前

９
時
４１
分
、
能
登
半
島
沖
を
震

源
（
深
さ
１１
㎞
）
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
９
の
地
震
が

発
生
し
、
石
川
県
七
尾
市
、
輪

島
市
、
穴
水
町
で
震
度
６
強
、

志
賀
町
、
中
能
登
町
、
能
登
町

で
震
度
６
弱
を
観
測
し
た
ほ
か
、

北
陸
地
方
を
中
心
に
、
北
海
道

か
ら
中
国
・
四
国
地
方
に
か
け

て
震
度
５
強
か
ら
１
を
観
測
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
輪
島
市
で
は
全
世
帯

が
停
電
（
３
月
２６
日
午
後
４
時

５０
分
解
消
）し
、断
水
は
５,
５
０

０
戸
（
輪
島
地
区
４
月
３
日
午

後
８
時
解
消
、
門
前
地
区
４
月

７
日
午
前
８
時
解
消
）、
固
定

電
話
と
携
帯
電
話
の
発
着
信
規

制
（
固
定
電
話
３
月
２５
日
午
後

２
時
９
分
解
除
、
携
帯
電
話
３

月
２５
日
午
後
３
時
２５
分
解
除
）

の
イ
ン
フ
ラ
の
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。

　
輪
島
市
に
お
い
て
、建
物
被
害

な
ど
大
き
な
損
害
に
も
係
わ
ら

ず
犠
牲
者
が
少
な
か
っ
た
理
由

と
し
て
、こ
れ
ら
の
複
合
的
な
要

因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
日
頃
か
ら
地
域
住
民
が
協
力

し
合
う
習
慣（
共
助
）が
あ
る

・
元
気
な
お
年
寄
り
が
多
い
（
高

齢
化
率
は
県
下
で
ト
ッ
プ
で

あ
る
が
、
医
療
費
負
担
率
は

県
下
最
低
で
あ
る
）

・
震
災
当
日
は
輪
島
市
の
観
光

地
で
あ
る
朝
市
が
休
み
で
あ

り
、
観
光
客
が
い
な
か
っ
た

・
暖
か
な
日
曜
日
で
、
多
く
の

方
が
外
出
し
て
い
た

・
家
に
大
き
な
大
黒
柱
な
ど
を

使
用
し
て
い
た
た
め
倒
壊
家

屋
の
中
に
空
間
が
多
く
あ
っ
た

津
波
の
状
況
　

　
珠
洲
市
と
金
沢
港
で
約
２０
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
が
観
測
さ
れ
て
い

ま
す
が
、こ
の
津
波
に
よ
る
被
害

は
無
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

消
防
署
な
ど
の
状
況
と
対
応

　
震
災
当
日
の
『
１
１
９
番
通

報
』
が
通
常
時
の
２５
倍（
７６
件
）

に
の
ぼ
り
、
重
傷
者
と
思
わ
れ

る
事
案
の
出
動
を
優
先
し
、
軽

傷
者
と
思
わ
れ
る
事
案
に
つ
い

て
は
近
く
の
病
院
を
紹
介
し
、

自
力
で
対
応
い
た
だ
い
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
団
は
被
害
状
況

の
調
査
や
地
区
の
水
利
点
検
、

崩
壊
地
や
家
屋
へ
の
ブ
ル
ー
シ

ー
ト
張
り
、
土
の
う
作
製
、
危

険
物
の
搬
出
な
ど
の
対
応
を
行

な
い
ま
し
た
。

輪
島
市
で
は
、
こ
の
地
震
で
の

教
訓
と
し
て
、
次
の
５
点
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

①
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

地
震
の
発
生
確
率
が
低
い
と

さ
れ
、
対
策
を
し
な
か
っ
た
。

②
家
の
バ
ラ
ン
ス

築
後
１
０
０
年
が
経
過
し
て
い

る
、藁
葺
き
を
瓦
葺
に
し
て
屋

根
が
重
く
な
っ
て
い
る
、道
路

面
の
み
に
窓
や
扉
が
多
い
な
ど
、

家
の
壁
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
た

め
倒
壊
し
た
。

③
高
齢
過
疎
化
地
域

高
齢
化
率
が
４１
％
と
高
い
が
、

近
所
づ
き
あ
い
が
あ
り
、
復

旧
に
役
立
っ
た
。

④
災
害
時
要
援
護
者
支
援

門
前
地
区
で
は
、
民
生
委
員

が
中
心
と
な
り
、
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
、
日
ご

ろ
か
ら
助
け
合
う
体
制
が
あ

っ
た
。

⑤
余
震
！
緊
迫
す
る
現
場

不
安
と
心
配
、
ス
ト
レ
ス
に

対
す
る
対
応
が
必
要
。

　
近
い
将
来
必
ず
起
こ
る
南
海

地
震
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
輪

島
市
の
教
訓
か
ら
、
身
近
な
自

助
・
共
助
、
地
域
で
支
え
る
自

主
防
災
組
織
な
ど
の
重
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、行
政
・
消

防
団
・
消
防
署
が
協
力
し
、更
な

る
取
り
組
み
を
進
め
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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視
察
研
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い
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能
登
半
島
地
震
の
被
害
の
概
況

報
告
書
か
ら（
抜
粋
・
編
集
）

能登半島地震の輪島市の被害の概況

（平成20年7月25日現在・石川県）

人的被害

死　　　者 1人

重　傷　者 46人

軽　傷　者 69人

建物被害

全　　　壊 513棟

半　　　壊 1,086棟

一 部 損 壊 9,988棟

非住家被害 2,899棟


